
 

   救急車「119 番」通報のしかた【緊急時】 

 電話で、「119 番」通報  
まずは慌てず、次のことを簡潔に、正確にお伝えください 

お電話口で消防署員から順に、必要なことを聞いてきます。裏面に記載されている 
内容をご覧いただき、分かる範囲でお伝えください。 

 消防署員 ➔ あなた（通報者） 
① 火事ですか? 救急ですか? ➔ 「救急です!」        

 ② 場所を教えてください? ➔ 住所を（裏面の住所や目標となるもの） 
③ 急病者はだれですか? どうしましたか? 
    ➔  急病者のお名前・年齢・性別と現在の状態を 
④ 急病者の意識はありますか?（大きな声で呼びかけて反応があれば） 

➔ 「あります」又は「ありません」 

 ⑤ あなたのお名前と、急病者との関係は? 
➔ 「子供の○○です」とか、「近所の○○です」 

 ⑥ かかりつけの医療機関（病院や診療所）がわかりますか? 
 ➔ （裏面を見て）「○○病院です」 

 ⑦ あなたの連絡先を教えてください。（消防署からの折り返し連絡用として） 
➔ 携帯電話番号とかご自宅の電話番号を 

その他、消防署から聞かれた質問に、分かる範囲でお答えください。 
また、消防署員から応急処置などをお願いされたら、できる範囲でご対応をお願いします。 

救急車が到着したら 

 ■ 救急車のサイレン音が聞こえてきたら、場所がわかりやすいように案内してください。 
 ■ 付添いの方は少数で! 
 ■ 自分で行った応急処置の内容を、救急隊員にお伝えください。 
 ■ 搬送先の病院は、救急隊員の判断にお任せください。 

 救急車は、病院などに緊急に搬送する必要があり、他に搬送する手段がない場合に 
ご利用ください。 
 救急車で来院したからと言って、病院で早く診てもらえるわけではありません。 
 

表 面 救急通報マニュアル（R1.11 更新） 

 旭地域予算提案事業「あさひ高齢者見守り事業」 



あさひ緊急時連絡先情報カード 
このカードは、あなたが万が一急病になった際に、駆け付けた救急隊や、

助けとなる方があなたの情報をすばやく、適切に把握し、必要な対応を  
行うために用いられます。 

情報は常に見直しして、最新の情報に書き換えて、万が一の時に備えて
ください。内容の確認、更新をしたら、右側に日付を書きましょう。 

 年   月   日 確認 

 年   月   日 確認 

 年   月   日 確認 

 年   月   日 確認 

 年   月   日 確認 

 
 ふりがな 
 氏 名                  （男・女） 
 
 生年月日  大・昭・平    年   月   日 （年齢    才）    
       

住 所  豊田市     町     番地     電話番号   ―     
 
緊急連絡先 

家族などの
緊急連絡先 

氏 名 
（続柄） 

 
 

（     ） 

 
 

（     ） 

 
 

（      ） 

電話番号    

携帯電話    

 
医療情報 

かかりつけの医療機関 
（診察券番号） 

 
 

（      ） 

 
 

（      ） 

 
 

（      ） 

今かかっている病気    

服用している薬    

アレルギーの有無 有（                  ） ・ 無 

過去にかかった 
大きな病気 

（発症時期   年  月  日 頃）

（発症時期   年  月  日 頃）

身⾧・体重 ｃｍ    ｋｇ 血液型 型 

その他（伝えたいこと）  

 


